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序

福満遺跡 は、早 くか ら知 られた遺跡であ りましたが、過去 に発掘調査の手がおよばず

現在 に至 りました。 この付近 は、先 に発掘調査概要報告書 を刊行 いた しま した品井戸遺

跡や自鳳時代の瓦の出土で知 られ る竹ケ鼻廃寺等の遺跡があり、大上川流域の歴史 を知 る

うえで重要な位置 を占めてお ります。今回の発掘調査 において も、縄文時代か ら中世 に

か けての複合遺跡である事が確認 され、農耕社会の成 り立 ちを考 える手掛 りにな る遺跡

である事が判 明いた しま した。

今回の発掘調査は、彦根市立城南小学 校の増改築工事に伴 ない実施 した もので、当遺

跡周辺 は南彦根駅開設 に象徴 されます よ うに、彦根市 内における人 口急増地域の一つで

あ ります。 この様ななかで遺跡の保護 を考 える時、非常 に困難な状態であると言 わ ざる

を得 ません。 2000年以上 もの間、地下 に眠 り続 けた遺跡 を発掘調査す ることは、歴史 を

知 る喜 びであると同時 に、一つの責任 を負 う事で もあ ります。今後 とも文化財保護 行 政

推進にご理解 とご協力 をお願いいた します。

昭和 57年 3月

彦根市教育委員会

教育長 河 原 保 男



例 ロ

1。 本書 は、滋賀県彦根市西今町 380番 地 に所在す る福満遺跡の発掘調査概要報告書

である。

2.本調査 は、彦根市立城南小学 校の増改築工事 に伴 うもので、彦根市教育委員会社会

教育課が実施 した。

3。 現地 における調査 は、昭和 56年 4月 14日 か ら同年 7月 21日 までの期 間実施 し、そ

の後整理作業 にあたった。

4.調 査は、社会教育課本田修平が担当 した。 また、現地 にお ける図面等は、調査協力

員林定信 (名 古屋工業大学 0。 B)が、主 に作成 した。

5.現 地調査 。整理作業 にあた っては、多 くの方 々に御協力 を得た。記 して謝意 を表 し

たい。



11位 置 と 環 境

福満遺跡の発見は、大正 7年 に遡 り、旧城南小学校北側水田の地下約 1:%の深さの所から、弥生

時代後期 1の上器が掘 り出された事による。この土器は、現在城南小学校に保管 されてお り、この地

方の弥生時代後期の指標的な土器の 1つ になっている。

、彦根市は、旧愛知、犬上、坂田の各部の一部を含んで成 り立ってお り、地形的には河川等で大 き

くは 4地区に分けられ、福満遺跡の所在する西今町は、大上川北岸に位置 している。この大上川は

彦根市と多賀町の境附近まで扇状地を形成 してお り、当遺跡周辺は沖積地を形成しながら琵琶湖へ

と注 ぐ。現在の大上川は、竹ケ鼻の集落附近で大 きく廻 り込むが、旧河道は一定の ものではなかっ

たと考えられる。当遺跡の上流約 300%の所には、 2次 に亘って発掘調査を実施した品井戸遺跡が

ある。この調査結果か ら見れば、当地域は、後背湿地 と自然堤防から成ってお り、この後背湿地の

中を大上川の旧河道は、粘土層 。砂層・砂礫層が互層になった状態で、品井戸遺跡ではこれが最大

の包含層となっていた。遺構は、自然堤防上の微高地で確認された。この事から見れば、大上川は

現在の様に流路が一定 していたとは考えられず、低地を流れていたものと思われる。

福満遺跡の周辺に目を転 じれば、西今町と竹ケ鼻町の間には、バラエティに富んだ遺跡がある。

前記の様に品井戸遺跡は、第 1次調査において 2間 × 2間の総柱の倉庫 と考えられる建物跡と縄文

時代晩期から中世にかけての包含層が確認 されてお り、第 2次調査では包含層が形成されていた湿

地の南西側微高地からは、弥生時代終末から古墳時代初頭にかけての方形周溝墓 。弥生時代後期の

溝 。中世の土坑等が確認されている。

また、この品井戸遺跡か ら犬上川までの間には、椿塚古墳と竹ケ鼻廃寺 とがある。椿塚古墳は、

国鉄東海道本線の湖岸側に残 された直径 30%ほ どの竹薮で、東海道本線路床工事の土砂採取の際に

石室より長脚二段透かしの高不・不等の須恵器が出ELし たと言われる。竹ケ鼻廃寺は、竹ケ鼻町の東

側に広がると考えられてお り、自鳳時代の複弁蓮華文軒丸瓦等古瓦の出土が知 られている。同様に

自鳳時代の複弁蓮華文軒丸瓦等古瓦の出土は、福満遺跡の南約 2λ″の高宮町遊行塚で も知 られてい

る。この他には、その実体はほとんど不明であるが、北東約 1ん″の山之脇町に山之脇遺跡がある。

この遺跡は、土師器が出土したと言われる。以上が、現在知 られている大上川北岸の遺跡である。
・

犬上川南岸では、竹ケ鼻廃寺の対岸にあたる堀町の横地遺跡が、昭和 55年に発掘調査が実施 さ

れた。その結果は、封土が肖1平 された古墳数基・住居跡 。溝等が確認 されてお り、弥生時代後期から

平安時代におよぶ複合遺跡である。その立地は、品井戸遺跡 と同様に安定 した微高地上に位置して

いた。

以上のことから、犬上川流域の古代を考えれば、大上川の後背湿地に人々が進出したのは早 く、

縄文時代晩期まで遡 ることが、現在確認されている。この時代以降、安定 した微高地が生活の主な

場 とな り、重層的に遺構が残 される状態となる。また、古墳の築造、自鳳時代寺院跡の出現等を考

えれば、この地方の中心的な地域であったと言えるだろう。

-1-



頌

さYヘ

=宇

田I
ぶし、_

1.福満遺跡 (今回調査地 )

2.品 井 戸 遺 跡

3.横 地 遺 跡

4.竹 ケ 鼻 廃 寺

5。 山 之 脇 遺 跡

6.東 沼 波 遺 跡

7.堀  遺  跡

8。 蓮 台 寺 遺 跡

9.椿
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古 墳

第 1図  調査地点と周辺の遺跡

-2-



2。 調査に至る経過および調査方法

城南学区は、彦根市内でも人口急増地域の一つであり、南彦根駅・卸売市場開設等に見 られる様

に、市南部地域開発の一つの拠点とも言 うべき地域になっている。この結果、市立城南小学校は、

生徒数の増加をみ、また佼舎の老朽化 も激しかった。これ等の事態に対応する為、彦根市ではかね

てより佼舎の増改築を計画 していたが、昭和 56年度事業として実施する事 となった。この城南小学

校周辺は、F彦根市史 』、『 滋賀県遺跡目録 』等の各種文献に記載 されている周知の遺跡である。

この事から、文化財保護法に基づき彦根市長より昭和 56年 3月 5日 付けで、文化庁長官あて「埋蔵

文化財発掘通知」の提出があった。この通知を受けて、彦根市教育委員会では、福満遺跡の発掘調

査を計画した。

福満遺跡の発掘調査は、その性格から増築予定部分は、金面調査する事を基本に計画した。増築

計画は、南側佼舎の増築と中庭部分への佼舎建設が予定 されていたので、それぞれに トレンチを設

定 して遺跡の範囲を確認する事を主目的とした。これは、調査予定地が小学校である関係上、渡 り

廊下等の施設があり、全面調査が不可能であった為で、空地を中心に トレンチ掘 りをして遺構が確

認 され、その性格の調査が必要になった時点で、 トレンチを拡張する事とした。当初、 4ケ所の ト

レンチを設定する事を計画 した。

調査は、彦根市教育委員会が調査主体とな り、昭和 56年 4月 14日 から実施 し、同年 7月 21日

までの期間を要した。
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3.調 査 結 果

佼舎の増改築予定地に、 4ケ所の トレンチを設定した。その結果 トレンチで|よ 中世の包含層の下で

良好な縄文晩期の遺物が入 る包含層が確認 され、 304ト レンチでは、竪穴式住居跡 4棟、

をはじ、めとす る遺構面が確認 された。

遺構面を地形から見れば、大上川が形成 した沖積地の中の南北に伸びる微高地上に位置する。

〔1ト レンチ 〕

南側陵舎の東側増設予定地に設定 した トレンチで、地形的には、この トレンチ設定地区と犬上川

の間が、後背地であったと考えられ、犬上川に向って、徐々に低 くなって行 く地点 と考えられた。

層序は、第 1層 が運動場整地の為の盛 り上の層で、第 2層 は旧田面であり耕作土であった。第 3

層は、床土であ り、この第 3層以下が、遺物を含む包含層 となる。第 4層 は、茶灰色粘質土で10～

""の
厚さがあり、縄文時代晩期から中世までの雑多な遺物を包含していた。第 5層 は、西側と東

側で土層が分かれ、西側 (佼舎側 )きが、地山と考えられる黄岬色土層と東側:が、砂礫の混った

茶褐色粘質土になる。この地山には、遺構は確認できなかったが、砂礫混 り茶褐色粘質土には、 1

辺 1.5″ × 2物 ・深 さ30～ 40"の土墳があり、灰釉陶器等が入ってお り、平安時代と考えられる。

また、素掘 りの井戸・ピット等が確認 されているが、遺物の出土は認められなかった。これ等の事

か ら考えれば、この遺構面は平安時代のものと考えられる。この第 5層以下は、地山がほぼ垂直に

落ち込み、そこに溜まり込んだもので、土層から見れば、大上川 もしくは分流の旧河道であった事

が考えられる。第 5層 には、縄文時代晩期の土器を主とし、若干の弥生時代後期の遺物を包含して

いた。第 6層以下は、縄文時代晩期の包含層で、砂礫層・粘土層・シル ト層が交互に堆積する互層

となっていた。この包含層は、第 8層 まで確認 したが、これ以下は、礫層である事や トレンチ壁の

崩壊・湧水等の為、掘 り下げる事が困難にな り断念せざるを得なかった。この地点で、地表下約 2.

8笏 であった。

以上の事から考えれば、縄文時代晩期の包含層は、大上川旧河道 もしくは、分流旧河道に形成さ

れたものであり、この旧河道は古墳時代には、埋ったものと考えられる。出土した縄文時代晩期の

土器は、破片が大きい事や摩滅があまり見 られない事から遠 くから流れ込んだものではなく、この

付近に住居跡等の遺構があるものと考えられる。

〔2ト レ ンチ〕

層序は、第 1層が 1ト ィンチと同様、佼舎用地造成の為の盛 り土で、第 2層・ 3層は旧耕作土・

床土となる。第 3層 の床土は薄 く約 5“ ほどであったが、他の トレンチ同様、若干の遺物を含む包

含層となっていた。この下の第 4層 は、 1ト レンチ・ 3ト レンチで確認された地山の土質と似た土
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層であるが、色がやや茶褐色粘質土で礫が混じる。この層は、堆積層であることが礫の混 じってい

る状態から考えられるが、遺物の出土は確認されなかった。

〔5ト レンチ〕

城南小学校中庭部分にあたってお り、ここに旧佼舎を取 り壊 し、新佼舎を改築する予定の為、可

能な限 り調査面積を広げた。その結果、住居跡 4棟を始めとする遺構面を確認 した。この遺構面ま

での土層は、学校用地造成時の盛 り土層 0旧耕作土層・包含層・遺構面から成っており、包含層に

は縄文時代晩期から中世におよぶ包含されていた。

住居跡 5-1

竪穴住居跡では、ほぼ全体が確認 された唯一のもので、形態は方形プランを持つ 1辺 8物 の大型

の住居跡である。その構造は、巾 10～ 15"の周溝が四周をめぐり、直径 40～ 50"の柱穴が

4本確認 され、柱穴間の距離はほぼ 4解 であった。その他のカマ ドや炉等の内部施設は、確認され

なかった。また、埋土は、褐茶色粘質土の単層で深さも15～ 20"と 浅 くかな り削平を受けてい

ると考 えられる。

出土遺物は、床面についたものはなく、出土 した遺物のほとんどが、埋土中よりのものである。

小破片のものが主であり、実測可能のものは極小量であるが、弥生時代後期から古墳時代後期まで

の土器を出土している。

この地点は、住居跡 4棟が切 り合 っているが1_住居跡-1が他の住居跡を切ってお り、一番

新 しいものであるが、古墳時代後期にはすでに埋没していた。

住居跡 5-2

住居跡 3-1の北辺で、隅丸のコーナだけが確認 され、プランは隅丸方形 と考えられるが、その

大部分が住居跡-3-1に 切 られてお り不明である。床面に 40× 50"の 範囲で焼け土が確認 さ

れている。

住居跡 5-5

住居跡 3-1の掘 り込みが、床面に達 した時点で確認 されたもので、形態は方形プランを持つ 1

辺  5。 4%の住居跡である。その構造は、巾 12～ 20"の 周溝 を四周に巡 らしていたと考えられ

るが、西側の 1辺は攪舌Lさ れてお り不明である。柱穴は、東側の 2本 は確認でき、直径 25～ 35"

で柱穴間は 2.6解 を計る。カマ ド等の内部施設は、住居跡-1同様に確認 されなかった。埋土は

暗茶色粘質土層の単層で、深 さは最深 15働 と浅い。出土遺物 も小破片がほとんどであるが、住居跡

-1に切 られていた。主軸は、ほぼ南北をとる。

住居跡 5-4

住居跡 3-1の西側で確認 されたもので、 1辺 8.5%を計る方形プランを持つ竪穴住居跡である。

周溝は検出されなかったが、柱穴は中央部に配置され、直径 25～ 35御 で柱穴間は、 3%前後を

計る。他のカマ ドや炉等の内部施設は確認できなかった。
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また、遺物 も床面についたものはなく、埋土中よりの小破片が主で、その時代を推定する事は困

難である。                 、

土  墳

土墳一Cは、住居跡 3-1の 北半部に位置し、 1辺 1.3%の四辺形のプランを持ち断面から住居

跡 3-1を切 り込んでいる。埋土は、茶灰色粘質土の単層であり、深さ2.5御を計る。遺物は、床

面より2～ 3"浮いていたが、古墳時代後期の長甕片及び子持勾玉が出土している。

土墳一Eは、 90× 7067Jの 惰円形を成 し深さ約 20御で、埋土は、暗茶灰色粘質土の単層であっ

た。遺物は、奈良時代前期の須恵器不身 3個 。不蓋 1個が若干浮いたかたちで入っていた。

他の土墳は、土器の小破片のみの出土であり、その時期を考える事は困難であった。

溝 5-1

巾 60"・ 深 さ30"を計 り、断面「 U」 字形をした溝で、埋土中には、弥生時代後期から古墳時

代前期の土器の小片が入っていた。

〔4ト レンチ 〕

本造技舎と渡 り廊下の間に設定したもので、地山は礫を多く含んでお り、南に向って落ち込んで

いた。遺構面に至る土層は、 3ト レンチを基本に同様であるが、旧耕作土層がやや厚 く約 30"ほ

どあり、全体的に 3ト レンチに較べ遺構面が低 くなる。

遺構は、直径 1.6″の井戸状のものが確認 された。深 さ60のの素掘 りの遺構であるが、遺物は

ほとんど無 く時期は不明である。
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めとま4。

.福満遺跡 は、早 くか ら知 られていた弥生時代の遺跡ではあるが、今回の発掘調査では

明確な弥生時代の遺構 は確認 されなか った。 しか し、縄―文時代晩期 の良好な包含層が確

認 されたのをは じめ、古墳時代後期の住居跡群や平安時代の土墳等が検出 された ことか

ら、縄文時代晩期か ら平安時代 におよぶ複合遺跡であることが確認 された。

今後 は、今回の調査地点周辺で、遺物の出土だ けが知 られ る縄文時代晩期および弥生

時代後期か ら古墳時代前期の遺構 を確認す る事が問題 となろ う。また、 この周辺 は、品

井戸遺跡 。竹ケ鼻廃寺・椿塚古墳等の大上川後背湿地 に点在す る微高地 に立地す る遺跡

が多数所在す る。 これ等 の遺跡 間の相互関連の中か ら、犬上川流域の古代史が明 らかに

なって来 ると考 えられ、今後の大 きな課題の一つ にな るだろ う。
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5。 福 満 遺 跡 出 土 遺 物 観 察 表

翻 器 形 法量 態形 整調 考備

1

深 鉢

(縄文式

土器 )

18.8a"

(口径 )

。斜め上方に口縁部が直線的に
開き口縁外面下にヘラによる
刻みのついた突帯を持つ深鉢
であるも

。内面 積ナデ調整
。外面 突帯及び口縁部

は横ナデ調整
。体部は細かいヘラ磨き

調整

1-T 土墳A内
胎土 :1爾前後の砂
粒を含む 密

色調 :暗褐色

焼成 :硬

皿

(黒色

土器 )

10.6"
(口径 )

口

端

。体部はやや内彎 して開き、
縁部は外側に引き出され、
部は丸くおさめる」

O体部内面は粗いヘラ磨
き

。口縁部内外面は横ナデ

調整
。体部外面は不調整

1-T 土墳A内
胎土 :精良で密
色調 :黒色

焼成 :硬

皿

(土師器 )

16.6"
(口径 )

。体部は内彎して開き、口縁端
部をナデにより面取りする。

。内面横ナデ調整
。外面、日縁部下を二段
にナデる。底部不調整

1-T 土墳 A内

胎土 :精良

色調 :明褐色

焼成 :硬

碗

(灰釉

陶器 )

14.4"
(口径 )

。体部はやや内彎気味に開 き、
口縁部はやや外側に引 き出さ
れる。

。内外面ロクロナデ
。底部内面に重ね焼 き痕

を残す。
。灰釉を内面及び外面は

口縁部下まで塗る。

土墳A内
密

硬

Ｔ

・
・
‥

一
土

成

１
胎

焼

碗

(山茶碗 )

16.6"
(口径 )

。体部は内彎して立上 り、口縁
部はやや外彎 して開 く、高台
は外側にふんばる貼 り付け高
台である。

。内外面 ロクロナデ
。底部内面に重ね焼 き痕

を残す。
。高台には、 もみ跡を残

す。

1-T 土墳A内
胎土 :密

色調 :自 灰色

焼成 :硬

浅 鉢

(縄文式

土器 )

24.2"
(口径 )

。体部は内彎 して開き、頸部は

外変 しなが ら上方に立上 り、
端部は外側に引 き出される。
体部 と頸部の境にはヘラによ
る一条の沈線を施 し、頸部に
は縦の沈線を施す。

。内面は横ナデ調整、日

縁部下に指による圧痕
を残す。

。外面の口縁部から頸部
にかけては横ナデ調整

体部外面はヘラナデ調
整。

植本の植替時に出土

胎土 :1～ 2御の砂

粒を含む やや粗

色調 :乳自褐色

焼成 :硬

深 鉢

(縄文式

上器 )

22.1"
(口径 )

。長胴の体部から口縁部は内彎
して立上 り端部に面を作 り、
すぐ下にヘラによる刻みを持
つ、突帯を施す。

。内面は横ナデ調整。
。外面、突帯部までは横
ナデ調整。

。頸部は半裁の竹管状の
工具による横ナデ調整

肩部はヘラ状の工具に

よる横ナデ調整、体部
は横方向のヘラ削 りと

思われる。

1-T 3層
胎土 :1～ 2脚の砂

粒 を含む やや粗
色調 :黒灰色

焼成 :硬

台付皿

(土師器 )

16.2"
(口径 )

。体部は33く 内彎して開き、肩
部に稜を作 り、口縁部より外
傾して開き、端部を丸くおさ
める。高い貼 り付け高台でや
や外彎してふんばり、端部に
弱い面を作る。

0内外面 積ナデ調整 1-T 3層
胎土 :lm以下の砂

粒を含む 密

色調 :子L黄 自色

焼成 :硬

-8-



辞 器 形 法量 形 態 調 整 備 考

皿

(土師器 )

15。 2"
(口径 )

O体部は内彎して開き、口縁部

は上方に立上 り端部を丸 くお

さめる。

。口縁部は内外面 とも横
ナデ調整

0体部は内面ナデ調整、

外面は不調整
O底部は不調整で指頭圧

痕を残す

1-T 3層
胎土 :精良で密

色調 :乳自黄色

焼成 :硬

皿

(土師器 )

9.5"
(口径 )

。体部は直線的に斜傾して開き

端部は丸 くおさめる。

。口縁部は内外面 ともに

横ナデ調整、底部内面

はナデ調整で外面は不

調整

― T 3層

精良で密

手L白褐色

硬

騰
鋼
臓

皿

(土師器 )

11.6"
(口径 )

。体部は内彎して開き、日縁部
は上方に引き出され端部を丸
くおさめる。

。日縁部は内外面 ともに

横ナデ調整
。底部内面はナデ調整、

外面は不調整

1 ― T 3層

精良で密

乳自褐色

硬

土
調
成

胎
色
焼

12

13

皿

(土師器 )

9.3"
(口径 )

9.6"
(口径 )

。体部は内彎して開き、口縁部
は弱く引き出され、端部を丸

くおさめる。

。口縁部は内外面 とも横

ナデ調整
。底部内面はナデ調整、

外面は不調整

1-T 3層
胎土 :精良で密

色調 :乳白褐色

焼成 :.硬

鉢

(縄文式

土器 )

8.1"
(口径 )

。内彎 して立上る体部か ら、そ

のまま口縁部に至 り、端部を

丸 くおさめる。

。内外面 とも横ナデ調整 1-T 5層
胎土 :1励以下の砂

粒を含む やや粗

色調 :暗灰褐色

焼成 :やや硬

鉢

(縄文式

土器 )

11.9開

(口径 )

。内彎して立上る体部か ら、そ
のまま口縁部に至 り、端部を

丸 くおさめる。口縁部内面に

一条の沈線をめ ぐらす。

0内外面 とも粗いヘラ磨

き。

1-T 5層
胎土 :1～ 2mの砂

粒を含む やや粗

色調 :明褐色

焼成 :やや軟

深 鉢

(縄文式

土器 )

28.2a″

(口径 )

O長胴の体部がやや内傾 しなが

ら口縁部に至 り、端部を弱 く

外方につまみ出す。

。内面 不明
。外面 ヘラナデ調整

1-T 5層
胎土 :1御前後の砂

粒を含む 粗

色調 :暗褐色

焼成 :軟

深 鉢

(縄文式

土器 )

6.8“
(雌 )

O平底の底部で中心部が弱 く凹

む。

O調整法 不明 1-T 5層
胎土 :1～ 2mの砂

粒を含む やや粗

色調 :明褐色

焼成 :軟

浅 鉢

(縄文式

土器 )

17"
(口径 )

。頸部はやや内傾 して立上 り、

口縁部は外彎 して開き、端部

を丸 くおさめる。

。内面は横ナデ調整
0外面は口縁部、頸部 と

も細かいヘラ磨 き調整

1-T 6層
胎土 :1勧以下の砂

粒を含む 密

色調 :灰褐色

焼成 :や や軟

浅 鉢 31"
0肩部に突帯を作 り、この上に
一条の凹線を入れ、頸部は外

反 して開 き、口縁部に至 り端

。内外面 ともに横方向の
ヘラ磨 き調整

。口縁部は横ナデ調整

1-T 6層
胎土 :1加前後の砂

粒を若千含む 密
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調 器 形 法量 態形 整調 考備

(縄文式

土器 )

(口径 ) 部に面をつ くる。 色調 :明褐色

焼成 :硬
・

浅 鉢

(縄文式

土器 )

27.2"
(口径 )

b口縁部は、外彎して開く頸部
より屈曲して立上 り、斜め上
方に引き出され端部内面を弱
く月巴厚させる。

。内外面とも横チデ調整 1-T 6層
胎土 :lm以下の砂

粒を含む 密

色調 :淡自灰色

焼成 :や や硬

深 鉢

(縄文式

土器 )

15"
(口径 )

。弱 く内彎 して立上 り口縁部に

至 る。
。口縁部下外面には三条の凹線
を持 ち口縁部は小 さな山形口

縁で内面にも一条の凹線を入
れる。

。体部は内外面ともに密
なヘラ磨き調整

O口縁部は横ナデ調整

1-T 6層
胎土 :lm以下の砂

粒を含む 密

色調 :暗茶褐色

焼成 :硬

,深 鉢

(縄文式

土器 )

20.6"
(口径 )

。弱 く内電 して立上る体部より
肩部に至 り、弱い稜を作 り、
頸部は外彎して立上り、端部
は丸くおさめる。口縁部外面
にヘラによる刻みをもつ突帯
をつける。

0内面は体部か ら口縁部
にかけて横ナデ調整

0外面は口縁部か ら肩部
にかけて横ナデ調整、

体部はヘラ削 り調整

1-T 6層
胎土 :1～ 2mの砂

粒を含む やや粗

色調 :淡褐灰色

焼成 :やや軟

深 鉢

(縄文式

土器 )

25"
(口 径 )

。口縁部は弱 く外反して開き、
端部を丸くおさめる。突帯は
しっかりしておリヘラにより
刻まれる。

。内外面 とも横ナデ調整 ― T 6層
胎土 :良好

色調 :明褐色

焼成 :硬

深 鉢

(縄文式

土器 )

26.6"
(口径 )

。長胴の体部より、肩部に至 り
頸部は弱 く外反して立上 り、

口縁部に至 る。
。口縁部外面にヘラによって刻
まれた突帯を持 ち、突帯 と口

縁部の境に弱い凹線を入れ、

口縁部内面にもヘラによる一

条の沈線を施す。

。内面は体部か ら口縁部
まで横ナデ調整

。外面は肩まで横ナデ調

整
。体部はヘラ削 りを施す

1-T 6層
胎土 :1～ 2御の砂

粒を含む 密

色調 :淡黒灰色

焼成 :硬

浅 鉢

(縄文式

土器 )

25.5"
(口径 )

。肩部が強 く張 り、稜を持ち頸
部は屈曲して内傾し、口縁部
は外より折 りまげられ、山形
口縁を作る。日縁内面にヘラ
による沈線を一条入れる。

。内面は頸部までヘラ状
の工具による横ナデ調

整
。日縁部は横方向のヘラ

磨 き調整
。外面は体部か ら口縁部
までヘラ磨 き調整

1-T 7層
胎土 :良好

色調 :茶灰色

焼成 :硬

深 鉢

(縄文式

土器 )

26.2"
(口径 )

。長胴な体部より肩部に至 り稜
を作 り、頸部は外反して立上
り口縁部に至る。

O口縁部は面を作 リヘラ状の工

具で刻みを入れる。

。内面は横ナデ調整
。外面は口縁部より肩部
までは横ナデ調整、肩

部以下はヘラ状の工具
による横ナデ調整

1-T 7層
胎土 :lγ 2mの砂

粒を含む 粗

色調 :褐 灰色

焼成 :硬

:深 鉢

(縄文式

土器 )

14.6"
(口径 )

9体部はあまり残らず、すぼま
り平底の底部に至る。肩部は
弱い稜を持ち、頸部は外反し
口縁部に至 り、端部外面にへ

。内面は横ナデ調整
O外面は肩部まで横ナデ

調整
ο体部はヘラナデ調整

1-T 7層
胎土 :lm以下の砂

粒を含む

色調 :茶褐色
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鶏 器 形 法量 態形 整調 考備

ラによる刻みを持つ突帯が作
られる。

焼成 :硬

深 鉢

(縄文式

土器 )

24.8a″

(口径 )

O胴部は張 らず斜傾 して立上 り

肩部に至 り、頸部 との境に弱
い段を作 り頸部は外反しなが

ら立上 り口縁部に至る。突帯
は口縁部下に作 られヽヘラに

よる刻みが入れ られる。

。内面は横ナデ調整
O外面は頸部まで横ナデ

調整。肩部以下ヘラ状
の工具によるナデ調整

1-T 7層
胎土 :1綱前後の砂

粒を含む

色調 :灰褐色

焼成 :やや硬

深 鉢

(縄文式

土器 )

20.6a″

(口径 )

。長胴な体部があまり張 らない

肩部に至 り、頸部はすぼまり

内傾 しなが ら口縁部に至る。

突帯は口縁端部につけられヘ

ラ状の工具で刻みを入れ られ

る。

。内面は横ナデ調整
。外面は口縁部横ナデ調

整、頸部は半裁の竹管

状の工具によるナデ調

整、肩部以下ヘラ状の

工具によるナデ調整

1-T 7層
胎土 :1～ 2初の砂

粒を含む

色調 :明灰褐色

焼成 :硬

深 鉢

(縄文式

土器 )

31"
(口径 )

。長胴の体部より肩は張 らず頸

部は外変 して立上 り口縁部に

至 る。口縁部は端部が面取 り

され、突帯はやや下に付 き、
ヘラによる刻みを入れられ、

突帯 と端部の間に弱い凹線が

入 り、内面にはヘラによる沈

線が入れ られる。

。内面は横ナデ調整であ

るが、頸部に指頭圧痕

が残 る。
。外面は頸部まで横ナデ

調整、体部はヘラ状の

工具によるナデ調整

1-T 7層
胎土 :lη以下の砂

粒を含む やや粗

色調 :淡褐灰色

焼成 :硬

深 鉢

(縄文式

土器 )

34.7a"

(口径 )

O体部は傾斜して直線的に立上

り口縁部に至 る。突帯は口縁

部の下に付 きヘラで刻まれる。

。内面は横ナデ調整
ο外面は頸部 まで横ナデ

調整ヾ肩部以下ヘラ磨

き調整

1-T 7層
胎土 :2～ 3mの砂

粒を含む

色調 :淡褐黄色

焼成 :軟

深 鉢

(縄文式

土器 )

38.8"
(口径 )

。体部は内彎して立上 り、口縁

部に至 る。口縁部は薄 く作 ら

れ、やや下にヘラで刻まれた

突帯を付ける。

0内面は横ナデ調整
。外面は頸部 まで横ナデ

調整、肩部以下ヘラ削

り調整

1-T 7層
胎土 :1～ 2mの砂

粒を含む

色調 :濃灰色

焼成 :やや硬

壺

(弥生式

土器 )

21.2a"

(口径 )

O頸部は斜傾して立上 り屈曲し

て口縁部に至 る。口縁部は垂

下し、外面にくし状工具によ

る凹線文を入れ、端部は斜め

上方に引 き出される。   
‐

。調整法不明 3-T
胎土 :2御前後の砂

粒を含む 密

色調 :明赤褐色

焼成 :軟

甕

(土師器 )

15.4"
(口径 )

。体部は球形、頸部はしまり外

彎しなが ら開 き、外側に肥厚
させた口縁部に至 る。

。内面 不明
。外面 口縁部か ら頸部

まで横ナデ調整、体部

は粗いハケ調整 ‐

3-T
胎土 :lm前後の砂

粒を含む 密

色調 :淡自褐色

焼成 :軟

長 甕

(土師器 )

22"
(口径 )

。長胴の体部よりしまらない

部に至 り口縁部は内彎して立

上 り端部に面を作 り外面を弱

く引き出す。

0胴部内外面はハケ調整
。口縁部内外面は横ナデ

調整

3-T 土墳 C
胎土 :1"前後の砂

粒を含む

色調 :淡自褐色

焼成 :軟  、
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翻 器 形 法量 形 態 調 整 備 考

長 甕

(土師器 )

25"
(口径 )

。長胴の体部よりしまらない頸
部に至 り、口縁部は弱く外反
しながら開き、端部を上方に

引き出す。

。内面はナデ調整
O口 縁部外面は横ナデ調

整
。胴部外面はハケ調整

3-T 住居跡
,      3-1
胎土 :1加前後の砂

粒を含む

色調 :淡赤褐色

焼成 :軟

不

(土師器 )

19.3"
(口径 )

。体部は内彎して立上 り、日縁
部は屈曲して外傾し、端部を

弱く上方につまみ出す。

O内外面 とも横ナデ調整
。底部外面に指頭圧痕を

残す。

3-T 土墳 A内

胎土 :精良

色調 :赤褐色

焼成 :やや軟

皿

(土師器 )

18.2“

(口径 )

0体部は内彎して開き、中位部
より外彎して立上 り、日縁端
部を上方に引き出す。   ′

O内外面 とも横ナデ調整
O底部外面に指頭圧痕を

残す。

3-T 土墳 A内

胎土 :精良

色調 :赤褐色

焼成 :やや軟

甕

(須恵器 )

21.6"
(口径 )

0頸部は弱 く外彎 して開 き屈曲
して上方に立上る国縁に至る

頸部外面にヘラ記号あり。

。ロクロナデ調整 3-T 住居跡
3-2

胎土 :密

色調 :濃灰色

焼成 :硬

不 身

(須恵器 )

11.8"
(口径 )

。体部は内彎して受部に至 り、

受部は弱 く内彎しなが ら立上
る。

。体部外面中位部以下は
ヘラ肖1り 、他はロクロ

ナデ調整

3-T
胎土 :密

色調 :灰色

焼成 :硬

41

42
塔 身

(須恵器 )

12.8"
12.2"
(口径 )

。平底の底部より体部は斜傾し
て立上 り口縁部に至る。
口縁端部は丸くおさめる。

。ロクロナデ調整 3-T
胎土 :密

色調 :(41)濃青灰色

(42)平 L自 色

焼成 :硬

メ 蓋
(須恵器 )

16"
(口径 )

Oド ーム状の天丼部に扁平なッ
マ ミが付 き掛部は斜め下方に

引 き出される。

Oロ クロナデ調整 3-T 土墳 E内

胎土 :密

色調 :灰色

焼成 :硬

44

45
不 身

(須恵器 )

14.7"
14"

(口径 )

0外 にふんばった高台か ら斜傾
して立上 り口縁部に至 る。端

部は丸 くおさめるも

。ロクロナデ調整
。高台は貼 り付けである

3-T・土墳 E内

胎土 :密

色調 :灰色

焼成 :硬

甕
(土師器 )

15“

(口径 )

0球形の体部より頸部に至 り口

縁部は単純「 く」の字口縁で

端部は指でおさえて面取 りを

す る。

。内外面 ともにハケ調整 4-T 井戸内

胎土 :2御前後の砂

粒を含む

色調 :明赤褐色

焼成 :軟

甕

(土師器 )

15.1"
(口径 )

同 上 同 上
4-T 2層

同 上

器 台

(土 師器 )

1l m
(口径 )

O脚部はロー ト状に開 き、三孔
の透しをもつ、受部は斜傾し

。脚部内面はハケ調整、

外面及び受部内面はヘ
4-T 2層
胎土 :lm前後の砂

-12-



欝 器  形 法量 形 態 調 整 備 考

て直線的に開き端部を面取 り

する。

ラ磨 き調整 と思われる 粒を含む

色調 :赤褐色

焼成 :やや軟

４９

Ю

石 鏃 2.7"
2.2"
(長 さ )

。有茎石鏃 O石材はサヌカイト 1-T
3-T住 3-1内

51

52

″
　

〃

1.5"
1.5"

。無茎石鏃 正三角形状を呈す 。石材はサヌカイ ト 3-T 住 3● 1内

3-T住 3-2内

1.7"
1.6"
1.7"
1.5"

O無茎石鏃 二等辺三角形をな

す。
。基部を次入する。

。石材はサヌカイト 3-T住 3-2内
4-T
3-T
3-T住 3-1内

子 持 勾 玉
8.2"
(長 さ )

08ケの子 (背部 3ケ 腹部 1ケ

左右側面 2ケ )を持 ち表面全

体に円圏紋が施 されている。

頭部は平 らに作 られ真中に一

条の溝をつけ、先端は左右 2

本の溝を施す。

。石材は滑石 3-T 土墳 C

自 然 遺 物 大半はくるみ、栃の実がしめ 也に栗等が認め られる。 1-T 6層 ～ 8層

-13-



校 舎
要

50m

第 3ト レンチ

鰊第 4ヽルチ

第 1卜 Иヶ

第 4ト レンチ

第 2図 トレンチ配置図及び第 4ト レンチ遺構面



土墳A

93,194

Cm

第 1ト レンチ ヨヒ東断面図

隷欄 PttD
礫混灰色粘質土
礫混灰色粘質土
褐茶色 粘質土
茶灰色 粘質土
茶 色 粘 質 土

1盛 土
2 礫混赤掲色粘質土
2′ 茶 灰 色 砂 層

17灰 褐色 砂礫層
18砂礫混淡黄掲色粘質土
19褐 茶色 砂礫層
20茶 色 砂 礫 層
21礫混青灰色砂層
22淡黄掲色砂質土
23礫混掲色粘費土
24茶灰色 粘質土
25礫 混灰褐粘質土
26礫混淡黄灰色粘質土
27礫混濃灰色粘質土
28茶 色 砂 礫 層
29礫混濃褐灰色粘質土
30礫混濃青灰色粘土
31灰 色 砂 礫 層
32砂礫混茶灰色粘質土

10灰 褐色 粘質土
11明 茶色 粘質土
12緑灰色 粘質土
13砂混青灰色粘質土
14砂混濃灰色粘RIL
15砂礫混褐色粘質土
16砂礫混淡茶褐色粘質土

:ざ饒]許
):な0

9:崎叙覇轟壁 I:珈暑き
8淡黄褐色砂質±    20礫 混黄茶色砂質土
9 灰 色 砂 礫 層     21礫 混灰色粘質土
10砂礫混茶灰色粘質±   22砂 混掲灰色結質土
11礫混浪灰色砂質±    23灰  色 粘 土
12暗褐灰色砂質±    24砂 混淡茶灰色粘質土

第 1ト レンチ (第 8層 )

Ｏ
ω
・Ｈ
Ｏ
ト

(第 4層 )

北東断面図

第 5図  第 1ト レンチ第 4層遺構図及び第 8層
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第 4図  第 5ト レンチ遺構図



0       5       1p

10~
1

1:蜃
電二三二三冒]]二:二:百

戸P

l]:こ

三::][][::::F戸戸P

24

6 1-T横植木移植時出± 7～13 1,T第 3層  14～17 1-T第 5層  18～24 1-T第 6層

第 5図  出土 遺物 実 測 図



８

Ｐ
ヽ
ｌ
Ｊ
Ｌ

２

や
Ｉ
Ｉ
れ

第 6図  出土 遺物 実 測 図

25～32 1-T第 7層



|

45

熙―米―
|

56-馴 ―

―吻- 51 -翅L-52

0      5      1p      15     2Qcm

一

け < 
一

や

二

◇
|1       
翅が _ 5049  -こ― 翅 隧 ―

―△―欠 ―詢―£

―餡―ゐ ―ヽ二木
― ―・- 53 -鰤 - 54
33034・ 403410423-T包 含層  353-T土墳 C
393-T住 居跡 3-2 43・440453-T土墳 E

第 7図

癸一襄―
55-れ ら 一

0            _卜
__亜二__二__二__二____=J里 ]Cm

363-T住居跡 3-1 37。383-T土墳A
464-T井戸内 470484-T包含層

出土 遺物 実 測図



図
版
１

第 1ト レンチ調査前近影

第 2・ 504ト レンチ調査前近影
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第 1ト レンチ第 8層

第 1ト レンチ第 6層遺物出土状況
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